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時間の確保 3 7 3 7
仕事と家庭の両立 2 7 5 8
婚期のタイミング 1 2
出産のタイミング 2 2
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5.　ま　　と　　め
学生の中には将来の家庭に不安をもつ学生も
いるが，子供側としては親に仕事をやめて欲しい
と思っていないようである。学生の時期には，結
婚したいという意思があっても，相手のことも考
慮して就職等をそれほど考えてはいない傾向にあ
る。だが，医師は学生のうちから結婚・出産後の
生活を考えておくべきであり，親のサポートなど
を含む準備を早くから行なうことが重要である。
6.　謝　　　　　辞
　インタビュー調査にご協力頂きました先生方，
研究発表にあたりご指導頂きました先生方，アン
ケート調査に協力頂いた本学医学部一年生の方々
に感謝致します。
7.　参　考　文　献
1）　天野晴子，2011，女性白書 2011，ほるぷ出版
VIVA !　ふぐすま
～福島の地域医療の現状と対策～
7班
斎藤　　杏，斎藤　智樹，斎藤　優衣 
坂本　理恵，佐川有理子，笹木　彩華 
佐々木　良，佐々木遼介
（福島県立医科大学医学部一年）
1.　調　査　動　機
　班員全員が福島県出身者であり，これから福島
の医療を担う者として地域医療の現状を把握した
いと考えたため。
2.　調　査　方　法
　班員それぞれの出身地の病院，計 6ヶ所に伺い，
医師に話を伺う。
　インタビューの内容としては，
　（1）　患者さんの年齢構成・来院される理由
　（2）　医師が感じる地域医療の “魅力”
　（3）　地域医療に対して医師の感じる “壁”
　（4）　医師が行政に求めることとその理由
　（5）　 医療を地域の方々にどのように利用してほ
しいか
の五つの項目に統一し，話を伺った。
　また，文献などを参考にして，地域医療に関す
る基本的な知識を調べた。
3.　結　　　　　果
　3-1.　地域医療の基本的な知識
　地域医療とは，地域社会の住民の健康状態の向
上と回復のために，地域特性に根ざした医療の展
開を目指しているもの。また，病院など施設に収
容して行う医療に対して，在宅を中心に生活の場
での治療に重点をおく医療のことをさすこともあ
る。
　昭和 38年の医療制度調査会において，医療政策
の基本的立場として，地域を基盤とした包括的医
療サービスを提供する「地域医療」が提唱され，
地域医療という言葉が広まった。
　地域住民の健康維持・増進を図るべきであるの
は明らかであるので，地域医療は，地域特性に応
じた患者中心の一貫した総合的保健医療サービス
を，効果的，効能的に提供する仕組みのありかた
である。
　3-2.　インタビュー
　（1） 患者さんの年齢構成・来院される理由
　（2） 医師が感じる地域医療の “魅力”
　（3） 地域医療に対して医師の感じる “壁”
　（4） 医師が行政に求めることとその理由
の四つの項目を地域ごとに比較して，表 1にまと
めた。
　（5）　 医療を地域の方々にどのように利用してほ
しか，利用してほしくないか
という質問の解答はつぎのようになった。
　済生会福島総合病院　大竹秀樹先生
 ・ 待ち時間が多く，患者さん一人ひとりにあまり
時間を割けないため，落ち着いている患者さん
に関しては診療所やクリニックを受診すること
も検討してほしい
 ・ コンビニ受診が増えているため，患者さん自身
が掛かり付けの小さい病院を見つけておいてほ
しい
 ・ 施設と同じ感覚で病院を利用する患者さんがい
るため，訪問看護やデイサービスなどの社会福
祉の方の力をもっと活用してほしい
